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はじめに

　　「伊達市高齢者虐待対応マニュアル～養介護施設従事者等による虐待対応編～」は、

　関係機関と連携して、家庭内における高齢者虐待を少しでも早く発見するとともに、

　より迅速かつ適切な対応を図っていくことを目的に平成19年5月に作成し、8年が経過

　しました。

　　昨今の高齢者虐待は、高齢社会の伸展に伴い、認知症高齢者の増加や老老介護等によ

　り問題が複雑化・長期化する事例が増加し、より迅速で適切な対応が求められ、関係機

　関との連携もいっそう重要になっています。また、平成24年には「障害者虐待の防止、

　障害者の養護者に対する支援等に関する法律」が施行され、高齢者分野のみならず、障

　がい者の分野との連携も重要になっています。

　　そこで、これまでのマニュアルの内容を踏まえつつ、追加すべき内容や使いやすい帳

　票の見直しを行い、より効果的な対応が実施されるよう「伊達市高齢者虐待対応マニュ

　アル」を改訂しました。

　　今回の改訂では介護保険法改正による高齢者や養介護施設従事者等のとらえ方、各主

　体の責務と役割、高齢者虐待対応の具体的な流れ、帳票等について内容を追加していま

　す。

　　このマニュアルを通して、関係機関の皆様と共通認識を持ち、一層の連携強化や迅速

　で適切な高齢者虐待対応に役立てていただければ幸いです。
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